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年　　金機構から約125万人の個人情報が流出したと世
間は大騒ぎである。
　特定の組織や団体を狙って、ウイルスを仕込んだ巧
妙なメールを送り付け、PCやサーバを乗っ取り、そ
れを踏み台にして重要な情報を盗取するという標的型
攻撃メールは、専門家に言わせると100％は防ぎよう
が無いそうである。
　今や、インターネットや電子メールは、その利便性ゆ
えに私達の仕事や生活に欠かせないものになっている。
　いつの時代でも、技術が進歩し世の中が便利になれ
ば、その技術を悪用して社会を混乱させ害を及ぼす輩
がいるのは人間社会の性で、まさに便利さと危険は表
裏一体である。
　日本は、こと治安に関しては犯罪率が極めて低く、
世界でも有数の安全な国と評価されているが、国境の
無いネットの世界では　そうした順位付けは無意味な
ようである。
　何か、ドラスティックな妙案は無いものだろうか？
� （A.N）

　　車で座席を確保するとスマホを取り出す人をよく
みかけますが、私は手の調子が悪いため、スマホはで
きるだけ使わずに、かわりに文庫本を取り出して読ん
でいます。
　ジョン・ヴァーリイが1985年に発表した「プレス・
エンター」というSF小説を読みました。とても面白
い作品でした。
　30年も前の作品ですが、今読んでも新鮮です。サイ
バー攻撃によるPC乗っ取りや情報漏えいなど、今も
解決困難な問題をすでに取り上げています。政府の機

密からご近所のプライバシーまで幅広く公開してしま
うという、ネットの負の面を描いています。侵入した
ハッカーへの攻撃もネットで行われ、草創期にこれほ
どシステムの負の可能性を予言したのはSFらしい発
想だと思いました。
　個人情報の漏えいが問題になっていますが、便利な
反面、使い方次第で脅威にもなるシステムだというこ
とをつい忘れてしまいます。
　初心に帰ることは必要だと感じました。� （M.K）

　　分の死後、自分が使用していたPCやスマホがど
うなるか、考えたことはあるだろうか。
　撮りためた無数の写真の山。中には人に見せられな
いものもあるかもしれない。また、高額の残高がある
ネットバンキングの口座の存在を自分しか知らない。
あるいは、ゲームや新聞電子版の会員になっている場
合、解約しない限り会費が毎月自動で引き落とされて
しまう。こうしたものを総称して“デジタル遺品”と
呼ぶらしい。
　気づいた遺族が故人のPCを起ち上げようとしても、
パスワードがかかっていて起動できない。かなりやっ
かいな存在だ。
　デジタル遺品から遺族にとって不要なデータを選り
分け、必要なデータだけを抽出・提供してくれるエン
バーミングというサービスもある。ただ、データリカ
バリ業者は赤の他人だから気にしなくてよいとはい
え、他者に任せること自体、不安な人もいるだろう。
　いざというときのためにデジタル遺品をどうする
か、日頃から家人と相談しておくことも重要なのかも
しれない。� （Y.H）
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